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 （1） GD P等に対する問題点の指摘
 （2） 現代における各種経済指標の意義
 （3） S NA指標の特徴と問題点
 （4） GD Pの付加価値に内在する問題点
 （5） 経済福祉的視点からの経済指標修正の議論
 第四節 新しい経済的表現方法の方向性






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   （続けて、r永続的」よりもr永続可能な」のほうが適切であるとも述べ・結果
  としてr永続可能な発展」とする訳を提唱している。）。








   なお、持統可能な発展のその他の概念に関しては下記の文献を参照。
    ・D．ピアス他（1989）訳、pp191～203。
    ・森田恒之、川島康子、イサム．ノリハラ（1992）、PP137～144。
（8） 持続可能性という概念が広く使用されるようになったのは最近のことではない。










   （IUCN）が主となって作成した『世界自然資源保全戦略（Wor1d
  Conservation Strategy）』においてであるといわれている。また、国連関係機
  関の間では、1977年～1978年ごろからよく耳にされはじめたらしい（加藤久和










































































失評価、宇沢弘文によるr自動車の社会的費用」の測定、経済企画庁による無償労働の   1
貨幣評価、環境庁の有志が集まった地球環境経済研究会による公害問題の費用効果分析、

















 更に、国民経済計算体系（System of Nationa1Acco㎜ts：S NA）の限界諭が叫ばれ
て久しい。1970年代において議論となった福祉関係の表現力の欠落、そして、特に1980
年代後半以降における議論としての持続可能性の表現力の欠落。とりわけ最終経済指標




















































































































l        1         基本的人問活動         1
1        ←一一一一一r一一般的生産境界一一一一一一一一一一一一一1
1財貨・サービス 1     1 家庭内サービス等を供給する生産活動  1
1の提供を伴う経1生産活動←一一S NA生産境界τ一一一一一一一一一一一一1
1済活動     1     1         1 非市場生産活動  1
1        1     1 S NA生産活動
1        1     1         1  市場生産活動  1
（出所）武野秀樹（1994）、p31。







































である「持続可能性」の欠落を引き起こすものである。                一



























































































































































  ヤンの批判をあげる。もう一つは、GD P指標の概念が持つ経済的福祉の指標と







   した場合、その分国民所得が減ると述べる（都留重人（1972）、pp103～104。）。
（20） 植田和弘也（1991）、pp125～126。
（21） 宮本憲一（1989）、p273。
（22） 例えば都留氏は、国民所得やGN P（GD P）を増加させる諸要因のうち、福
  祉的意義が疑わしいと思われるものとして、次の5点を指摘している。
   ①経費的消費の増大（家計支出の中にはある目的を達するためには少なければ
   少ない方がよいものもあることを指摘している（長時間通勤による通勤費等）。）、
  ②所得の介入（これはJ．A．シュンペーターが呼んだ現象であり、本来なくて
   もすむようなサービスが現実に不可欠となるように制度的な仕組みができあがっ
   ている状態をいう。具体的には、法律上の複雑な手続きや金融業務等をあげてい
   る。）、③無駄の制度化（所得介入現象がサービス面で生じているとすれば、財貨
   の面では無駄の制度化現象がこれにあたるとする。無駄の少ないものが市場から
   姿を消し消費者が無駄を強いられる（計画的に陳腐化や物理的寿命を早めて多売
   を計る等で特に耐久消費財の分野でよく見られる。）ことが問題であるとする。）、
   ④社会的富の減耗（これは無駄の制度化の延長とも考えられるものであるが、使
   い捨て商品を買い続けていけぱ、将来的に有限資源の減耗を早めてしまうという
   点が問題であるとする。いわゆるX．ゾロダスのEAWにおける枯渇費用の問題  ・
   と一致するものであろう。持統可能性という点では最も重要な点である。）、⑤国
   民所得成長要因（与件のダイナミックな変化に対して市場経済の対応するその対
   応の仕方が近視眼的かつアトミスティックであるがために非効率なものとなり・





































 ・Uno，K．， “Economi c Growth and Env i ron㎜en t al Change i n J aPan－Ne t Na t i ona1
  WelfareandBeyond”，inF．ArchibugiandP．Nijka㎜P（eds），此。〃。〃舳d






項 目 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年
NNW政府消費 1，199 1，374 2，254 3，029
NNW個人消費 10，427 14，706 22，168 32，755
政府資本財サービス 134 210 440 877
個人耐久消費財サービス 91 195 763 2，551
余暇時間 2，231 2，887 4，075 6，266
市場外活動 1，911 2，514 3，926 6，380
環境維持経費 △  20 △  37 △ 120 △ 369
環境汚染 △  35 △ 936 △3，376△6，1O1
都市化に伴う損失 △ 435 △ 719 △ 920 △1，187
NNW 15，505 20，193 29，209 44，201NDP 13，497 18，932 28，761 48，017
NNW／NDP 1．15 1．07 1．02 0．92
（出所）経済審議会（1973）、p14から作成。
   また、いわゆるMEWと同様に、ネットの豊かさを求めようとする指標として、
  X．ゾロタスの「E AW lndex（Index or the Economic Aspects of Wel fare）」
  がある。基本的な考え方はMEWと同様であるが、環境悪化をどう取り扱いに関
  してはMEWとEAWでは相違がみられ、E AWの方がMEWより持続可能性を
  考慮する形での取り扱いとなっている。MEWは、汚染のみならず、騒音等を含
  めた全体としての「不快さの修正」を推計しているが、E AWは、大気汚染、水
  質汚濁、個体廃棄物に分けて環境汚染を直接推計する形を取っている。また、E
  AWでは、自然資源の枯渇問題も取り扱われている。



















































































































































































































































（tOta1 eCOnO㎜iC Va1ue） （indirectuseva1ue）
固有価値 存在価値
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 上記区分に従って後述するものを当てはめてみると、例えば、グリーンGD P（E D
P）は、「持続可能性的」で「指標方式」で「貨幣評価」、NNWは、「福祉的」で「指
標方式」でr貨幣評価」、国連の示している環境勘定の一つであるS E EAは、 r持続
可能性的」で「勘定方式」で「貨幣評価」、物的勘定は「持続可能性的」で「勘定方式」
で「物量表示」となる。






福   祉
持続可能性
勘   定
指   標
勘   定

































A自然資鯛定／狭義 ○ ○○ △○ ○ ○
B資源と汚染物質のフロー ○ ○ ○△ ○ ○
C繊支出勘定 ○ ○○ ○ ○ ○○
D繍の餓価値 ○ ○○ ○ ○ ○○
ESNA代替集計値 ○ ○○ ○ ○ ○○
オーストラリア ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
カナダ ○O○ ○○ ○○ ○ ○ ○ ○
フインランド ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランス ○○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ O○○○ ○○ ○○ ○ ○ ○○ ○
日本NNW ○○O ○ ○ ○ ○ ○ ○
オランダNAMEA○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オランダSNI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノルウェー ○○ ○○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○
スウェーデン ○○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
アメリカ合衆国 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
デンマークWI O○○ ○ ○ ○ ○○ ○
メキシコ ○ ○○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○
国連SEEA○○O△ ○○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○○
インドネシア ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フイリピン O ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○









（1）貨幣的な勘定（monetary）    ⇔ 物量的な勘定（physical）
（2）ストック中心の勘定       ⇔ フロー中心の勘定
（3）S NAの枠組みに整合させたもの ⇔ S NAと独立のもの
（4）勘定の内訳に意義を見いだそうと ⇔ 集計して単一の指標を得ることを志
 するもの             向するもの
（5）会計学的整合性を求めるもの   ⇔ 利用の面からの有効性を求めるもの
（6）自然資源を対象とするもの    ⇔ 環境汚染を対象とするもの






































   義にはやや混乱がみられる。英語の“Indicator”と“lndex（1ndices）”がともに
   「指標」と訳されることに一因がある。“1ndicator”とは、状況を記述する多く
   の変数の中から選ばれる重要性、代表性を持った変数であり、各々固有の単位を
   持つ。一方、“lndex”とは、“Indicator”や変数をある価値尺度に投影して単
   位を揃え、集計可能な数値にしたものであり、国内で地域環境管理のツールとし
   て研究された環境指標はこの種の指標である。“1ndex”は、“1ndicator”や変
   数をある基準時点の値などで除した相対的な値も意味し、これは通常「指数」と
   呼ばれる。OE CDでの環境指標検討作業の主たる対象は、“1ndicator”である。
   なお、グリーンGD Pは、貨幣換算されており、“1ndex”に類する。
（14） 例えば、植田和弘（1996）は、環境・経済統合勘定の課題等を述べているが、
   そこで疑問としている点は、単一指標（グリーンGD PやE D P）がどれだけの
   役割を持つかというところにある。
（15） 植田和弘（1996）は、環境・経済統合勘定のデータベースとしての意義の大き
   さや、作成過程で得られるデータから貴重な情報が得られる可能性は十分あると














































































































































































































第三節 環境・経済統合勘定（S E EA）の開発とその分析
（1） 環境・経済統合勘定の概要
 本節では、環境勘定論の中で最も代表的な一つである環境・経済統合勘定（Satel lite





物的記述 自然環境と経済の間            1o済の中の物的フロー≡＝
（空間的把握）① の物的フロー   ② ③1一  ・
． ●  ‘ ● ■ ● ● ・ ‘ ‘ 一 ● ●  I ● ・ ● …       ． …       i ． ．
追加的な市場（帰属）
及び非市場評価 国民経済計算の分解
11存在しない部分 直接的  帰属費用価値  間接的
11       ④ （選好調査） （費用データ）⑤ ⑥
I』 ・ I ． ・ ． ． 一 ● ‘ ・ 一 ‘ ・ ・ ・ ・ …      1 ‘ ． ・ ・ ・ …      I
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益を及ぼさない場合はS NAの資産には該当しない。しかしS E EAの資産には含まれ
ることになる。
表5－1 SNAとSEEAの資産

























（4） 翼境・経済統合勘定（S E EA）の一般的フレームワーク









本減耗（C F C）、国内純生産（ND P）が示されている。2列は国外に関する列で、
輸出（X）と輸入（M：控除）が示されている。3列には最終消費（C）が示されてい
る。4列には生産資産の資産バランスを表わす期首ストック（KOP．ec）と期末ストック



























































経  済  活  動 環  境
経 済 資 産
生 産 海 外 最終消費 生産資産 非 生 産 その他の非生産
自然資産 自忽資産
1 2 3 4 5 6
期首資産ストック i
鮒    ii ・・ 撃P1P11：二1二 、、．1：MIl・
渥納鯛  血 ・．…lX三．一＝1’ ．1二．lc：1三1ニニ1 ・1・∴工1ξ∵
醜資本繍  iV二：1：ll，lqlllF1G二1二1二一 十二’C’・1尺，ρ1∵：
































































 自然環境資源の貨幣的評価について、S E EAでは概ね3つの評価方法が考えられて
いる。すなわち、市場価格（Market Price）評価、維持費用（Maint㎝ance Cost）評価、
仮想的市場（C㎝ti㎎㎝t Valuation）評価である。市場価格評価は、S NAにおける評
価方法と同じものである。S NA，S E EAとも経済資産である非生産自然資産のスト













































































































第五節 グリーンGD P（ED P）の意義
 S E E Aでは、持続可能な発展を表す一つの方策としてE D Pの数値を推計されるが、














 ここでグリーンGD Pの代表的指標であるE D Pに関してもう一度検討を行ないだい。













ているのかなどは説明はできない。ではE D Pの数値から何がわかるのか。E D Pは持





































































 生産資産に対する自然環境からの劣化効果は固定資本減耗（C F C）の中に含
まれることが想定されており、ここには入らない。

































































   ①経済活動の縮小ないし特別の活動からの撤退
   ②経済活動の成果の代替、すなわち他の製品の生産または家計消費パターンの
    修正
   ③新技術などの採用によるその成果（産出）の修正なしの経済活動の投入の代
    替
   ④活動自体の修正なし（末端技術等）の環境悪化防止活動
   ⑤自然環境への経済活動の否定的影響の防止ないし減少活動
（28） ただし、帰属環境費用も増加している場合、実際上環境汚染は進んでいること
   になる。このとき同時にE D Pが増加している場合は、経済的な発展が環境汚染
   による効用の低下を補ってあまりあ一るものがえられたというふうに解釈すべきで
   （広義の解釈）あろうが、持続可能性を狭義に解釈する場合は若干無理が生じる。
   こあことは（マクロ的な）総体としての指標化をはかるS E E Aの限界の一つと
   もいえるであろう。
（29） 例えば、企業が汚染防止の対策に費やした費用が価格に転嫁されず、従って付
   加価値も含め、経済活動の関連に全く影響を与えないという、実際上は困難な仮
   定がおかれる必要がある。この点について田丸征克氏惇以下の2点を述べている。
    ①EDPは、「持続可能な開発」の観点から見た経済活動のあるべき姿を示
     すものではなく、持続可能でない経済活動から得られる付加価値を除いた、
     残りの経済活動の規模を表す集計量というべきである。
    ②環境・経済統合勘定はあくまでも勘定であり、環境対策を施した場合等の新
     しい均衡状態を描くのは、勘定の仕事ではなくて計量モデルの仕事である。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































匡麺   国璽
←地域活動分析  ト［茎璽画
1         1
ト国璽囲   ト政策的アプローチ































































































   （1999）第7章、等に詳細な分析がある。
（16）このようなアプローチとしては環境税や排由権取引などがあるが・現実にも取
   り組まれており、また研究成果も数多くある。特に近年では、温暖化に伴う二酸
  化炭素の排出削減にかかるシュミレーション分析等が多くなされている。なお、
  環境税に関しては、例えぱO E C D（1994）（訳）を参照。排出権取引に関して







































































成長率（前年比％） 4．9 7，5 6．2 7．5
（出所）富山県『平成4年度富山県民所得報告書』























1三 2．56％ 1．85％ 2．04％
農林水産業 2．56％ 1．85％ 2．04％
2； 57．43％ 55．97％ 49．22％
0．19％ O．21％ O．25％
製造業 47．61％ 44．35％38．74％
建設業 9．63％ 11．41％ 1O．23％
3三 40．02％ 42．19％  48．75％⊥    o皿 一               ‘
電力・カス・水道業 4．89％ 3．59％ 2．47％
商業 9．63％ lO．52％ 9．45％
金融・保険 2．57％ 2．66％ 3．58％
不動産 4．11％ 4．39％ 5．75％
運輸 4．40％ 3．56％ 4．88％
通信・放送 O．85％ 0．91％ 1．26％
公務 1．81％ 2．15％ 2．34％
サービス 11．60％ 13．32％ 18．35％
分類不明 O．16％ 1．09％ 0．67％
■…日 lOO．OO％ 100．00％ 1OO．00％
所 冨山県   関 13部門 分類による。
一89一
，I 1  ■  1 ，  I  I     I     l     ■  ■
中間投入率
1985 1990 玉1990
フ 42．96％ 40．51％ 4212％
鉱業 67．66％ 46．65％ 46．88％
製造業 71．31％ 66．31％ 65．83％
建設業 65．38％ 56．37％ 53．89％
電力・ガス・水道業 44．01％ 34．17％ 39．89％
商業 35．22％ 30．80％ 30．25％
金融・保険 26．43％ 26．18％ 29．72％
不動産 19．62％ 21．83％ 16．11％
運輸 68．08％ 45，42％ 51．32％
通信・放送 29．81％ 33．30％ 26．98％
公務 17．30％ 21．43％ 29．03％
サービス 40．40％ 37．54％ 38．70％




所 冨山県   関 13部門 分 による。
妻7－3産業別中間投入率
・          ・      ，’   、’’ ’  I’  11‘・ ●■一■1，   ， ・■ ，， 71レ ■｝ 頁 止 入   比
1985 1990 1985 1990
フ 2．65％ 2．61％ 3．89％ 382％
鉱業 O．01％ 0．01％ 6．07％ 3．22％
製造業 85．82％ 79．40％ 74．31％ 67．15％
建設業 0．OO％ 0．OO％ 0．00％ O，00％
電力・ガス・水道業 4．77％ 3．07％ 0，02％ O．01％
商業 407％ 5．67％ 4．14％ 4．14％
金融・保険 O．02％ 0．13％ 1．94％ 2．79％
不動産 0．00％ 0．20％ α54％ O．02％
運輸 1．33％ 2．92％ 2．93％ 1．89％
通信・放送 O．21％ O．31％ 0．29％ O．51％
公務 O．00％ α00％ α00％ 0．OO％
サービス O．89％ 529％ 588％ 16．19％
分類不明 0．23％ α40％ O．00％ 0．24％
；8 100．OO％ 1OO－OO％ 10αOO％ 10000％





















































          i
… ④
（iii）導入方法②
 一方、レオンチェフ逆行列（〔I一（工一M）A〕一1）の各数値をb i jとし、対象
部門で設定した化石燃料消費部門に相当する3部門をkとすると・化石燃料誘発係数は
以下のようにも定義できる。
      n                     n
lP：Σ1Σb，jl（1－M）F＋E〕jl／ΣFj     … ⑤
    k j・1             j・1
 また、f j．県内最終需要の合計額で各部門の県内最終需要額を除したFの構成比・
とすると、
               n
fj＝1（1－M）F＋E〕j／ΣFj

































































































11非鉄金属 O．107249 O．103900O，0 3349 25．3％
12金属製品 O．107249O．106369 O．000880616％
13一般機械 O．107249O，106376 O．0008736．6％
























































@              （A）   （B） （C） （D） （E） （F） （G） 削減率
1990 1985 1990 1985 （A）キ（C） （B）＊（D）
（F）一（E）
O．000287O．019928O．021477O．OOOO040000006O OOOO02 28似1農林水産業 O．000222
0．000004O．000012O．OOO070O．OOOOOO．OOO000O．OOOOOO
93，3監














































23不動産業 O．0002610．000389O．023115O．016249O．OOO028O．OOOO16一〇、OOOO12 一78．3％24運輸 O．001219O．000972O．004729O．00402O．OOOOOO．000000O．OOOOOO
一7．2％
2 通1言・放送 O．OOO080O．OOO088
O．02484O．022149O．OOOO09O．000006一〇．OOOO03 一43州2 公務 O．000343O．000268O．059229O．068456O．OOO055O．OOO099O．OOO043 437％2 教育・研究 O．000936O．001439O．08003O．050086O．000089O．OOO045一0．OOO043 一959％2 サービス業 O．OOllOO．OO090 O．OOOOOO．OOOOOO．OOOOOO．2 事務用品 O．OOOOOO．OO000O，OOOOOO．OOOOOO．00197O．OO115O．OOOOOO．OOOOOO．OOOOOO一1162％3 分類不明 O OOO134 000010O．999991．OOOOOO．00232O．00372O，OO140 376％列和 O．067490．10724




表7－8 最終需要要因の部門別分析（ヰ・灯［収力州@  （A）    （B）    （C） （D） （E） （F） （G） 削減率




1農林水産業 O．000222O．000287O．OOO012O．OOO070O．OOOOOO．OOOOOO．OOOOOO 82．9％2鉱業 O．OOOOOlO．OOO004 O．OOO000O．OOOOOO．000000‘




































2 サービス業 O．001109O．000904 O．OOOOOO．OOOOOO，OOOOOO一






























































































都道府県数 19 33 41 43 47
市数 2 4 8 8 9












第一節 S E EA各バージョンに関する検討
（1） S E EA各バージョンにおける共通理念
 実際にS E E Aを作成するという段階においては、S NAとの関連性も考慮しつつ、









コア体系     サテライト勘定
「
国民経済計 従来の国民経済計算よ 環境の経済的利用の追
算体系 り環境関達のものをと 加的評価 C
I1環境統計の■I開発に向け
（S NA） り出すこと A ． 一 ■ ・一 一 一 一 一 一 ・  一  一 一 ‘■  ・  ，  ’ I■たフレーム
1↓  ； SNAの生産境界の拡1ワーク













たS E E Aの貨幣単位でのフロー及び資産の部分と密接に関連している。C部分は、自
然資産使用の帰属費用の推計に関するところであるが、これについては3つの方法（市
場評価法、維持費用評価法、仮想的市場評価法）があり、それぞれ検討がなされている。
D部分は、S E E Aの更なる拡張によって得られる追加的情報を示す部分である。
（2） S E EA各バージョンの概要


















































               S E E A
               基本行列
               S N Aの環境
               関連の内訳
↓
               結合された物的・









       生産境界の拡大
       家計生産
  ↓
 
     市場評価と
     ．、厚魯．聖吏層．蟹坦、．．．．．．．
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生産される資産 環境蘭運       十    →生産される資垣
（設碕、家畜・人工糖）
輸   入 輸   出 11三泉
．    ・     一     ’    一 一      一      一  一     一
↑ G 営業余剰 1111第11： 1三1衛：＝二
D 雇用者所得 ；：l1壕1＝1：1 →一← 総資本形成 l11泉二
産  生 P 鈍間接税 l1111録1：：：ll 11：＝1薄＝iミ：1
出r産一二一 固定資本減耗 ＝l11藩1 最終消費支出 1111：鋤111
額 ↓ 活 中 ≡11≡1溝111 lll≡負11
（A）外勤 間 各種財貨・ ll11勲11111： 各種財貨・ ン・11：1÷1二｛・｛
1部 投 サービスの サービスヘの
↓ 不 入 費用（B） 使用
































↓ ↓ ↓ ↓   期末ストック
生産されない資産…… →生産されな・い一資産≡1二
（土地、離林、増下資艀）
国   SNAの計数の分割















資  産 汚染物質等 帰属環境費用としての取り扱い
大  気 S O x，NO x廃物による自然資産の質の低下
大  気 C02 地球環境への影響
水 B O D 廃物による自然資産の質の低下
土地利用 土地開発 生態系の破壊





















































仏                  1
1985年度 1990年度年平均成長率
県内総生産 2，955，014．03，973，928．0 6．10％
環境関係 44，029．9 52，271．0 3．49％
（対県内総生産比） 1．49％ 1．32％
産出額 6，571，125．08，375，297．0 4．97％
環境関係 76，392．4 91，056．4 3．57％
（対県内総生産比） 1．16％ 1．09％
最終消費支出 1，769，052．02，179，752．0 4．26％


































（6．10％）     （6．25％）     （6．08％）
県内純生産       帰属環境費用      環境調整済
         ・          ＝   県内純生産
 34．086      1．098      32，988



































水質汚濁 1，357．6 848．I 一8．98％
生態系の破壊 21，808．811，791．0一11．57％






































































































































































































































        1985年度  1990年度
I帰属便益    127，800．2 127，624．5
（対県GDP比） （4．32％） （3．21％）




























































































Compreh㎝sive Account ing Syste㎜for Enviro㎜ent）と呼ばれるものである。これは
2つの体系があり、一つは、有吉氏が提案している新しい環境勘定体系である“GAM
E E（Globa1Acco㎜ti㎎Matrix for Enviro㎜ent and Economy）”の中の物的環境・
勘定体系である“PAFEE（Physica1Acco㎜ting Framework for Environment and
Economy）”であり、もう一つは、O E C Dの研究を参考にした“D P S E R”フレー
ムワークである（このフレームワークは広範な環境情報が〈機動力（Driving force）〉
一〈負荷（Pressure）〉一く状態（State）〉一〈影響（Effect）〉一く対応（Response）〉
の関連の中で分類されるものである。）。この二つは相互補完型であり、P AF E Eが、
地球規模での「自然環境と経済」をもれなく記述できる枠組みを持ち、D E P S E Rで
は、特定のテーマについての因果関係の流れが、明確になる。一方、PAF E Eは、理





 GAME Eとは、有吉氏がこれまで提案してきたS E EA完全体系（ComP1ete S E
E A：C S E EA）をさらに精緻化し、S E E Aではバージョンの一つであった物的勘
定を明示的に導入することでS NA中枢体系をぺ一スとした一つの共通の勘定フレーム  ・
ワークの上に貨幣勘定と物的勘定を併せ持った新しい勘定として考えられているもので
ある。その基本的内容は①S AM表示のS NA中枢体系、②貨幣的環境・経済勘定体系







S E EA，NAMEA，CAS Eの比較
S E E A NAME A C A S E
P A F E E D P S E R表
フロー／ストック フロー／ストック フローのみ フロー／ストック フロー／ストック
貨幣テ㌧タ SNAのうち供給・SNAのフロー体系 PAFEEと共通の枠広範囲にわたって






物的データ 資源・廃物のフロー・ 資源・廃物のフロー・ 資源・廃物のフロー一 広範囲にわたって
の範囲 ストック ストック ストック 環境情報をDPSER
の枠組みで網羅的
に補足
環境指標 貨幣表示のEDPを環境テーマ男1」に冬物 勘定体系と指標体 Indicatorとし
の提示 提示 質の負荷指標を物 系の役割分担に従 て利用、また総合
的タームで表示 い提示せず 環境指標（Index）
の開発にも資する
国際関連 国内中心の勘定体 越境負荷は考慮す グローバ．ル・コモンズ．へ 広範囲に渡って環
    ・        inで、詳細な国際るものの詳細な展 の負荷も含めて詳 境情報をDPSERの




























   のもの：lV，2版、lV．3版のみ）
  ＝市場価格で表したEDP（IV．！版）
  十エコ・マージン





































































一次エネルギー・・…  →エネルギー転換・・…  →最終エネルギー
 国・域内生産       発電部門         産業部門








































㌧旱1皿 億円）年度 県内総生産 平均成長率 国内総生産 平均成長率 富山県／国
1970年度 16，595 ■ 1，904，480 ■ 087％1975年度 21，488 5．30％ 21373，295 450％ 091％1980年度 28，l15 5．52％ 2，927，374 429％ 096％1985年度 31，526 2．32％ 3，454，460 337％ 091％1990年度 39，716 4173％ 4，360，438 477％ 091％1995年度 42，803 1．51％ 4684，462 1．44％ 091％



























1970年度 1975年度 1980年度 1985年度 1990年度 1995年度
電力 78，817 103，913 90，048 100，796 115，189 831125
石炭 12，071 1，983 1O，304 1，876 7，319 3，980
コークス 27，423 23，090 13，930 15，148 一12，811 7，400
ガソリン 18，420 24，996 30，058 28，503 34，816 41，126
ナフサ 26，704 23，591 16，509 7，609 lO，410 ll，450
ジェット燃料 137 541 502 570 877 1，仙
灯油 18，909 25，028 29，087 28，821 321056 38，891
軽油 12，901 17，431 231983 27，182 381024 44，193
重油 186，018 200，967 126，465 671084 77，814 75，157
潤滑由 1，492 1，255 1，332 1，486 1，866 1，765
その他石油製品 781 2，582 3，779 2，241 5，075 3，865
L P G 155 7，292 ll，970 12，642 18，O07 20，612
天倣ガス O O O O O
都市ガス 1114 1，719 2，15 2，756 3，550
  0
T，02
@ 5木炭 75 23 9 O 5
薪 8 0 O O 4
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図9－1富山県におけるエネルギー別需要

















































要の対G D P弾性値」を見てみる（GD Pは国内総生産あるいは県内総生産を意味する。）。
この対GD P弾性値とは、エネルギー需要、経済成長のそれぞれの変化率の比率をとっ
たもので、例えば経済成長率が5％でエネルギー一需要の伸びが4％であれば、エネルギ

















1970－1975年度 O．46 5．3％ 2．4％
1975－1980年度 一〇．67 5．5％ 一3．7％
1980－1985年度 一1．64 2．3％ 一3．8％
1985－1990年度 0．81 4．7％ 3，8％
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／



































1970年度 310．9 16，595 5，159，777
1975年度 293．O 一1，18％ 21，488 6，295，323
1980年度 181．1 一9．17％ 28，l15 5，091，774
1985年度 154．O 一3119％ 31，526 4，855，903
1990年度 143．8 一1，37％ 39，716 5，710，465













一   ‘
・       I
・
一  ・ ’ ’
．   一  ・・         ’     ・I■     I ■     ．   ・．
． 一     ’      一 ＿一 ． 一一’・。・一一
1970年度    1975年度    1980年度   1985年度    1990年度
一130一










1970年度 1975度 1980度富山県 国 県／国 富山 国 国 富 国フ  原子力発 80，302708，490ll．33％ ・83，383 951，3518．了6％ 852831491313572結石炭 コ クス 39，4946，316，700O．63％ 250735．98010σO．4挑 242346691000036％石油関連 365，04920，726，6001．76％47692224，609，6001．94％ 36395324595100148％天扶カス 92 396，700O．02％ 64 922600O．Ol％ 55 2416400O OOZその他 83 332．600O．02％ 23 346800O．01％ 9 42q800O．OO％




































表9－6 富山県における二酸化炭素排出量 （tC02）双コ■∪  8；μ■不1』oJl’～一肌1U”、’I、”■H巴







1】川午灰しlW」）’』舳τ o ・その 工不ル 互
1970 x 100．0 100．0 100．O 1000 1000
1975年度 107．8 96．2 143．1 125．8 114．0
1980年度 98．7 68．8 153．6 11211 135．1
1985年度 74．1 42．2 141．2 98．2 i07．5
1990年度 90．0 51．1 174．1 116．2 131．2
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荻）  ’  日μ」派1』ω〕ω  肌■』
富山県 （参考：国）












1970－1975年度 O．29 5．3％ 1．眺 O．58 4．5％ 2．6％
1975－1980年度 一〇．32 5．5％ 一1．8％ 0．30 4．3％ 1，3％
1980－1985年度 一2．41 2．3％ 一5．6％ 一〇、12 3．4％ 一〇．4％
1985－1990年度 O．84 4．7％ 4．O％ O．65 48％ 3．1％













     図9－5エネルギーバランス表における部門別二酸化炭素発生量の推移
1970年度を100とした指数
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  間を通して食べていることからもわかる。現在の日本の農業では、’生産される農   ’
  産物の食料としてのカロリーは、その農産物を生産するのに必要とされたエネル
   ギー（カロリー）よりも小さい等が指摘されている（このような問題点に関して

































































































































































帰属環境費用 3，461 3，957 2．87
実際環境費用 1，622 1，695 0．91
帰属環境費用／ND P 3．12 2．75




























































































































































































































































































































































































































































































































































































都道府 第1次 第2次 第3次
県名 産業 産業 産業
北海道 4，1 25．9 74．0
東京都 O．O 25．6 82．7
新潟県 2．7 36．2 63．8
富山県 1．8 42．9 58，1
石川県 1．4 33．0 69．7
福井県 1．8 33．0 68，8
愛知県 0．9 43．5 58．6
滋賀県 1．2 55．2 46．1
大阪府 0．1 27．9 76．5
鳥取県 3．9 33．3 66．3























































































（13） L CAとは、製品に関わる「資源採取」から「製造」、 「使用」、 「廃棄」ま
  での製品のライフサイクルにおける投入資源に係るエネルギーあるいは排出に係
  る環境負荷を定量的に評価する手法であり、それらの分析によって、地球や生態

































































































































有吉範敏「環境・経済統合勘定体系（S E EA）一地球環境問題へのS E EAの拡張一」
 日本地域学会『地域学研究』第26巻第1号、1996年。







































































桂木健次「「S E E A」考（！）一自然環境の価値評価と経済との統合勘定一」富山大学
 経済学部『富大経済論集』第39巻第2号、1993年。
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          （1985年）  （1990年）
 下水道      1，718．2   2，528．7
 廃棄物処理    10，077，4   12，577．7




































          （1985年度）  （1990年度）
 一般廃棄物総支出  4，985．0   7，066．3
 下水道維持管理費  6，416．0   8，998．7




           （1985年度）  （1990年度）
一185一
下水道        1，241．9    2，741．4
廃棄物処理（公営）   755．9    792．2




           （1985年度）   （1990年度）
 下水道         0，0      63．3
 廃棄物処理（公営）    0，1     42．5




           （1985年度）   （1990年度）
 下水道        750．3     1，003．7
 廃棄物処理（公営）  3，734．5    7，325．2











               （1985年度）   （1990年度）
 下水道            155．7      256．5
 廃棄物処理（公営、産業）  2，780．5    2，748．4





























              （1985年度）  （1990年度）
 下水道            32，4     48．0
 廃棄物処理（公営、産業）  222．5     283．9

















































                （1985年度）  （1990年度）
下水道の家計最終消費支出     855．9   1，457．9
廃棄物処理（公営、産業）の   1，812．3   1，554．0
家計最終消費支出









































  （1985年度） 15，200，9（百万円）








































人工林 国有林 2，464．8ha 152，020m32，470．0ha 191，264m3
小 計 47，851．8ha8，199，196m349，164．0ha10，387，232m3
天然林 民有林 114，646．Oha12，482，359m311 ，257，0ha13，467，189m3
天然林 56，606．0ha6，192，000m356，331．2ha6，225，766m3
小 計 171．25210ha18，674，359m3169，588．2ha19，692，955m3
合    計 219，103．8ha26，873，555m3218，752．2ha30，080，187m3
（出所）林野庁、富山県農林水産部資料。
一方、国における人工林の期首資産額及び調整額から資産単価、調整単価は、
         （1985年度）      （1990年度）
資産単価  12，116．45円／     12，162，00円／
調整単価    298．80円／      726．70円／
これを県の体積に適用する。
              （1985年度）  （1990年度）
人工林体積の立木資産額   99，345．2   126，329．5（百万円）






      （1985年度）   （1990年度）
民有林  416，562．．0，  452，944．0












     （1985年度）
果樹    400．0







    （1985年度）
果樹   140．2
家畜   663．6






    （1985年度）
果樹    122．O











     （1985年度）  （1990年度）
果樹   1，600．0   2，100．0
家畜   4，706．6   4，361．6
 （計）  6，306．6    6，461．6（百万円）
（34）開発地
開発地は、宅地を使用。富山県の宅地資産額（推計）は、民有地の比率を適用。
                            （単位＝lO億円）
             （1984年） （1985年） （1989年） （1990年）
民有地の宅地       5，053．5  5，236．0  7，283．0  8，217．5
対家計反問非営利団体    487．8   494．2  571．3   674．6
＋公有の宅地



































































 宅地   期首ストック 資本取引
（1985年）   5，541．3   3．0
（1990年）   7，854．3   6．5
 調整  期末ストック
 185．8   5，730．2（10億円）






















































2，055．3  2，410．0  2，622，1
国における期首ストックと期末ストックの差の資本取引と調整の比率を県にも適用。
       期首ストック 資本取引
（1985年度）  1，916，666，5  14，850．1
（1990年度）  2，312，351，6  18，559．6





















 県面積（重複分含む） （単位：h a）
  面積    自然公園  自然保全  合  計   全国比率
 1985年   120．047   865  120．912   2．24％











（1985年度）    559．7（百万円）


















        S O x    NO x
（1985年度） 12，121．9   9，750．4（t／年）
（1990年度） 1O，837．1  10，968．1（t／年）
②移動発生源（自動車） （N02換算）















                （1985年度）  （1990年度）
 窒素酸化物の除去費用原単位   68．490    34，190（円／t）
 硫黄酸化物の除去費用原単位   9．930    7，000（円／t）
 ②移動発生源（自動車）


































   ＝〔LNG発電コストー石炭発電コスト（円／kwh）〕
    ／〔石炭排出原単位一LNG排出原単位（t－C／kwh）〕
   ：I．0（円／kwh）／〔（257－162）＊10－6（卜C／kwh）〕




       （1985年度） （i990年度）
  S O x  120，4    75，9（百万円／年）
一198一
NOx  667．8    375．0（百万円／年）
 ②移動発生源（自動車）
 N O x排出量に除去費用原単位を掛け、それを1台当たりの走行キロ数で割って、帰
属環境費用を推計する。
        排出量（t） 平均走行距離（㎞）  帰属環境維持費用（百万円）
（1985年度）  3，977．1     6，214，2      49，400．9





































        吸収量（t－C） 帰属環境費用（百万円）
（1985年度）   353．130    3，718．5






             S O x     NO x
 公務          0．49％    O．35％
 対家計反問非営利団体  4．53％    O．96％
 家計          0．34％    6．34％
（1985年度） S Ox
      NO x．
（1990年度） S O x
      NO x
（09）  （12）






























     （09）
      産業
NOx 17，962．2
NOx 27，007．8


















       （09）  （12）  （13）  （17）  計 （百万円）
       産業   政府  対家計民間  家計
                 非営利団体
（1985年度） 23，745．5 151．3  541．5  2，476，4 26，914．6









































     産業排水系
 848，1 生活廃水系











       （09）    （17）   計  （百万円）
       （産業）    （家計）
（1985年度）  635．5    722．1  1，357．6






































         （J985年度）   （1990年度）
 生産量       3．034     3，549（千m3）
 単位採取料      155      160（円／m3）
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   ス計上。また、自家用分を（列の）自家用その他ヘマイナス計上する。さらに、
   ここで生産されたエネルギーは2次エネルギー（転換）として電力発電に使用






      7の鉄道業の需要における北陸電力全体に占める富山県の割合の平均を
      使用して算出）。
民生・その他部門→r電灯」、 r業務用電力」、r深夜電力」の合計値（ただし、S45
         ～S60までは、H2及びH7の北電全体の富山県比率）。
純移出→関西電力の発生霊力を水力分の移出として計上する。火力分については北陸
    電力の供給量のうち、他電力からの融通分を北陸電力の各県別の発電量の富
    山県比率で推計値を出して計上。ただし昭和45年度は融通電力がプラスのだ
    め純移入に計上する。
産業部門→発電端より、運輸部門、民生・その他部門、純移出入を除いた量を計上す
     る。
過失斤→中部通産局資料の総合損失分を富山県の各県に占める使用電力比率で配分す











































    との火力発電量から推計）と富山共同人力の消費量をマイナス計上する。
 純移入→純移入（マイナスになる場合は純移出）は、販売量と（石油精製分一電力
     分）の差を計上する。
 自家発電池→国の自家用の数値と総需要の数値の比率を県に適用。
 産業・運輸・民生その他→国の比率で3部門に計上する。











































石炭（輸入一般炭） k g 6，200
原料炭（国内） k g 7，700
原料炭（輸入） k g 7．600
一般炭（国内） k g 5，800
一般炭（輸入） k g 6，200



















その他石油製品 k g 1O，lOO
精油所ガス 3m 9．400
オイルコークス k g 8．500
L P G k 12000
天然ガス 3m 9800










   総合エネルギー統計」平成9年度版
一218一
各種燃料の二酸化炭素排出係数（二酸化炭素換算）≒
エネルギー種別 係敷 単位 原単位出典
石炭 2．200 ㎏co2／t エネルギ．一経済研
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